
2016年度岸保賞の受賞者決まる

受賞者：眞木雅之（鹿児島大学），上田 博（名古屋

大学），中北英一（京都大学防災研究所）

業績：X-バンド偏波レーダーによる降水観測技術の

開発及び社会実装

選定理由：

日本は周囲を海に囲まれ下層が湿潤であり，しばし

ば積乱雲が低い高度で急速に発達し短時間で顕著な豪

雨・豪雪をもたらすことがある．山地に近い平野部に

人口が集中する大都市も多く，豪雨・豪雪による被害

の軽減のためには，降水雲の発達過程の３次元構造を

高時間空間分解能で定量的に観測する必要がある．

眞木雅之氏・上田 博氏・中北英一氏は，これらの

条件を満たすレーダーとして，波長が短く高空間分解

能であり，かつ降雨強度の定量測定，降水粒子の種類

の判別と粒径分布の推定が可能なX-バンド偏波レー

ダーに注目し，偏波レーダーの開発・改良，降雨強度

推定法の開発・検証，降水粒子判別法の開発・検証を

継続して行い，世界的にも最先端のX-バンド偏波

レーダーを開発し研究観測に使用するとともに，国土

交通省のX-バンド・マルチパラメータレーダー（偏

波レーダー）観測網（XRAIN）の実用化に道を開い

た．さらに，安定したX-バンド偏波レーダーによる

降水観測データの有効性を示すことにより，次世代の

フェイズドアレイのX-バンド偏波レーダーの開発に

展望を与えた．XRAINのデータは気象庁の現業にお

いても降水ナウキャストに利用されている．

眞木氏は，X-バンド偏波レーダーによる降雨強度

の測定精度を，防災科学技術研究所のX-バンド偏波

レーダーと雨滴粒度計の比較観測によって日本で最初

に検証した ．さらに，X-バンド偏波レーダーによ

る雨量推定法 及び偏波間位相差変化率を用いた

レーダー反射強度の補正法を検討し，偏波間位相差変

化率を用いた降雨強度の補正法 を確立した．さら

に，局地的な豪雨のメカニズムに関する研究にX-バ

ンド偏波レーダーの観測データを活用している ．

上田氏は，北海道大学理学部，防災科学技術研究

所，情報通信研究機構の偏波レーダーを用いて，降水

特性の観測に偏波パラメーターが有効であることを示

した ．2007年には名古屋大学地球水循環研究セ

ンターに世界初の固体素子発信器を用いたX-バンド

偏波レーダーを導入し，その有効性を実証することに

より，XRAINの展開に実用性の根拠を与えた．また

X-バンド偏波レーダーを用いた固体降水粒子の判別

法を確立した ．

中北氏は，早くからC-バンド偏波レーダーを用い

た降雨量推定アルゴリズム開発の研究 を行ってい

る．XRAINの観測データを用いた降水予測法の開

発 を積極的に進めるとともに，偏波レーダーを

用いた粒子タイプの判別法の開発に関する観測研

究 を行い，降水粒子の判別を降水予測に用いる

ための方向性を示した．

受賞者らは，上記の経験を生かして，国土交通省の

X-バ ンド・マルチパラメータ レーダー観 測 網

（XRAIN）展開のために，同省の「レーダー活用に

よる河川情報高度化検討会」の委員として，高精度の

観測ネットワーク作りに貢献した．この結果，

XRAINは2009年度に３大都市圏を中心に11台が整備

され試験運用を開始し，順次一般配信を行い，ほぼ

ネットワークを完成し現在に至っている．

以上のように，受賞者らは，防災科学技術研究所・

名古屋大学・京都大学の研究者間の密な協力体制を構

築し，X-バンド偏波レーダーによる降雨強度推定法

および降水粒子判別法を開発した．さらに，同レー

ダー観測網（XRAIN）の展開に貢献した．受賞者ら

による降水機構の解明，豪雨・豪雪等の極端気象の短

時間予測方法の高精度化，降水データの提供への貢献

は，気象学の発展と安全安心な社会の構築に大きく貢

献するものである．

以上の理由により，眞木雅之氏・上田 博氏・中北

英一氏に2016年度日本気象学会岸保賞を贈呈するもの

である．
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